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要
旨

本
稿
で
は
、
式
亭
三
馬
自
筆
『
雑
記
』︵
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵　

以

下
『
式
亭
雑
記
』︶
に
記
さ
れ
た
達
摩
屋
五
一
の
書
き
込
み
を
糸
口
に
、

三
馬
の
﹁
ゑ
﹂
の
表
記
に
関
し
考
察
を
行
っ
た
。

『
式
亭
雑
記
』
に
は
五
一
が
﹁
う
ら
ゑ
り
﹂
の
﹁
ゑ
﹂
の
表
記
を

﹁
え
﹂
に
訂
正
し
た
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
契
冲
の
『
和
字
正
濫
鈔
』
に

は
﹁
領　

え
り　

假
名
未
考
、
俗
語
欤
、
物
に
は
衣
く
ひ
と
い
へ
り
﹂

と
あ
り
、
ひ
と
ま
ず
は
﹁
え
り
﹂
と
表
記
し
て
い
る
が
、
す
ぐ
下
に
﹁
假

名
未
考
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
古
い
時
代
の
﹁
エ
リ
﹂

の
表
記
は
明
ら
か
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
歴
史
コ
ー
パ
ス
中
納
言
︵C

H
J

︶
を
用
い
、
江
戸

時
代
の
﹁
エ
リ
﹂
の
表
記
の
状
況
を
探
っ
た
。
結
果
と
し
て
江
戸
時
代

の
資
料
で
は
﹁
ゑ
り
﹂
の
表
記
が
大
勢
を
占
め
る
と
い
う
偏
り
が
あ
っ

た
。
が
、
年
代
や
使
用
者
等
に
よ
る
変
化
は
は
っ
き
り
と
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
江
戸
時
代
に
﹁
ゑ
り
﹂
の
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
理
由
は

現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

次
に
『
式
亭
雑
記
』
の
﹁
エ
リ
﹂
以
外
の
﹁
ゑ
﹂
の
表
記
と
﹁
え
﹂

の
表
記
が
見
ら
れ
る
語
を
『
和
字
正
濫
鈔
』
の
語
例
と
比
較
し
た
。
そ

の
結
果
、『
式
亭
雑
記
』
の
﹁
ゑ
﹂
と
﹁
え
﹂
に
関
し
て
は
『
和
字
正
濫
鈔
』

の
表
記
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
方
、
三
馬
著
作
の
表

記
で
は
﹁
酔
ふ
﹂
に
対
し
、﹁
ゑ
ふ
﹂
よ
り
﹁
よ
ふ
﹂
と
い
う
表
音
表

記
の
方
が
多
数
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
三
馬
の
著
作
に
は
、﹁
ゑ
﹂
の
表

記
を
片
言
の
表
現
に
利
用
し
て
い
る
例
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら

私
的
文
書
と
著
作
の
表
記
に
は
異
な
り
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表

記
が
持
つ
意
味
を
個
別
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
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一　

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
式
亭
三
馬
自
筆
『
雑
記
』︵
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵　

以

下
『
式
亭
雑
記
』︶
に
記
さ
れ
た
達
摩
屋
五
一
の
書
き
込
み
を
糸
口

に
、
三
馬
自
筆
の
﹁
ゑ
﹂
の
表
記
に
関
し
考
察
を
試
み
る
。『
式
亭

雑
記
』
に
記
さ
れ
た
達
摩
屋
五
一
の
書
き
込
み
に
関
し
て
は
、
拙
稿

︵
二
〇
一
四

1

︶
の
中
で
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
は

『
式
亭
雑
記
』
の
書
き
込
み
と
達
摩
屋
五
一
自
筆
の
『
式
亭
雑
記
』
抄

録
写
本
︵
以
下
慶
大
本
『
式
亭
雑
記
』︶
の
書
き
込
み
と
の
比
較
に
と

ど
ま
り
、
書
き
込
み
の
具
体
的
な
考
察
は
行
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
今

回
は
、『
式
亭
雑
記
』
並
び
に
三
馬
著
作
の
『
浮
世
風
呂
』、『
浮
世
床
』

を
資
料
と
し
て
五
一
の
書
き
込
み
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

二　

達
摩
屋
五
一
に
関
し
て

『
式
亭
雑
記
』
の
書
き
込
み
の
検
討
に
入
る
前
に
、
達
摩
屋
五
一
に

関
し
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。

達
摩
屋
五
一
︵
文
政
十
四
︱
慶
応
四
年
︿
一
八
一
七
︱
六
八
﹀︶
は
、

は
近
世
後
期
の
書
肆
で
あ
る
。
養
子
と
し
た
岩
本
左
七
と
と
も
に
『
燕

石
十
種

2

』
を
編
纂
し
た
人
物
と
し
て
名
高
い
。
特
に
本
書
に
所
収
さ
れ

る
『
戯
作
者
小
伝
』
や
岩
本
活
東
子

3

著
の
『
戯
作
六
家
撰
』
等
は
、
近

世
文
学
の
中
で
、
た
び
た
び
引
用
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
五
一

が
扱
う
書
に
対
す
る
評
価
は
高
く
、
幕
末
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
通
訳
官
と

し
て
訪
日
し
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
が
、
五
一
の
捺
印
が
あ
る
書
を

数
多
く
購
入
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
取
り
上
げ
た
『
式
亭
雑
記
』
も
五
一
が
所
蔵
し
て
い
た
書
の
一

つ
で
あ
る
︵
五
一
の
捺
印
は
な
い
が
、
随
所
に
五
一
の
書
き
込
み
が
見

ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︶。
五
一

は
自
ら
も
『
式
亭
雑
記
』
の
抄
録
を
行
っ
て
お
り
、︵
慶
大
本
『
式
亭

雑
記

4

』︶、
そ
の
中
に
も
同
様
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
。

五
一
の
孫
岩
本
米
太
郎
に
よ
る
と
、
五
一
は
式
亭
三
馬
を
崇
拝
し

て
い
た
と
い
う
。
岩
本
米
太
郎
の
﹁
明
治
初
年
の
古
本
屋
﹂『
本
屋
の

話　

日
本
書
誌
学
大
系
16
』︵
一
九
七
一
年　

青
裳
堂
書
店
︶
の
中
で
は

祖
父
は
か
ね
て
か
ら
崇
拝
し
て
ゐ
る
人
が
あ
り
ま
す
、
そ
れ
は
何

人
か
と
云
ふ
と
、
戯
作
者
の
式
亭
三
馬
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
承
知

の
通
り
、
三
馬
は
本
町
に
江
戸
の
水
を
賣
弘
め
ま
す
前
、
江
戸
の

四
日
市
で
本
屋
を
し
て
居
り
ま
し
た
。

六
六
頁

と
述
べ
て
い
る
。
記
述
に
見
る
﹁
江
戸
の
四
日
市
﹂
は
五
一
が
本
屋
を

開
業
し
た
場
所
で
あ
り
、
五
一
の
蔵
書
印
に
は
﹁
江
戸
四
日
市
古
今
珍

書
儈
達
摩
屋
五
一
﹂
印
も
見
ら
れ
る
。
稿
者
は
現
在
、
蔵
書
印
を
頼
り

に
五
一
所
蔵
の
書
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
三
馬
の
著

作
や
三
馬
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
た
書
も
見
ら
れ
、
五
一
が
三
馬
に
傾
倒

し
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
五
一
が
『
式
亭
雑
記
』
を
所
蔵
し
て
い
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た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
三
馬
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
思
い
が
あ
っ
た
か

ら
と
考
え
ら
れ
る
。

三　
『
式
亭
雑
記
』
の
書
き
込
み

『
式
亭
雑
記
』
の
達
摩
屋
五
一
の
書
き
込
み
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
朱
墨
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
実
際
の
書
き
込
み
は
拙
著

︵
二
〇
一
六
︶
の
口
絵
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
尚
、

書
き
込
み
の
番
号
は
拙
著
︵
二
〇
一
六
︶
に
従
う
。

①
一
一
丁
ウ　

彼
の
う
ら
ゑ
り
を

﹁
ゑ
﹂
に
訂
正
の
朱
点
、
右
脇
に
﹁
え

5
﹂

②
一
三
丁
ウ　

借
瞔
多
し

﹁
瞔
﹂
に
訂
正
の
朱
点
、
そ
の
右
脇
に
﹁
債サ

イ

ノ
オ
ヒ
メ

誤
字
ナ
ル
ベ
シ
﹂

③
一
九
丁
オ　

い
そ
か
す
は
ぬ
れ
ま
し
も
の
と

﹁
と
﹂
の
右
脇
に
朱
で
﹁
を
カ
﹂
左
脇
に
朱
で
小
丸
。

　

図
の
上
部
に
朱
で
﹁
活
東
子
云
か
な
違
と
い
ふ
は
却
て
非
也
虹
も
ニ

ジ
也
﹂

④
七
六
丁
オ　

○
米
二
両
を
︵
図
一
三
︱
一
︶　

に
訂
正
の
朱
点
、
そ

の
右
脇
に
朱
で
﹁
黏も

ち

﹂

　

※  

慶
大
本
『
式
亭
雑
記
』
で
は
、﹁
黏も

ち

歟　

糯
ノ
方
正
字
ナ
リ
﹂
と

記
さ
れ
て
い
る
。

⑥  

九
五
丁
ウ　

三
丁
目
家
主
茂
兵
衛
の
左
脇
に
朱
で
﹁
三
馬
父
ナ
ル
ベ

シ
﹂︵
図
一
五
︱
一
︶

　

※  

慶
大
本
『
式
亭
雑
記
』
で
は
﹁
三
丁
目
家
主
茂
兵
衛
の
左
脇
に
朱

で
﹁
菊
池
茂
兵
衛
ト
云
板
木
師
ナ
リ　

三
馬
父
ナ
ル
ベ
シ
﹂︵
五
七

丁
ウ
︶
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
拙
著
︵
二
〇
一
六
︶
で
は
、
こ

の
他
に
⑤
と
し
て
七
八
丁
裏
の
四
月
廿
九
日
曇
の
下
﹁
昼
刻
よ
り

雨
夕
方
晴
﹂︵
朱
︶
の
書
き
込
み
を
入
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ

の
内
容
や
筆
跡
か
ら
三
馬
の
書
き
込
み
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
中
で
、
本
稿
で
は
①
の
﹁
ゑ
↓
え
﹂
の
書
き
込
み
を
取
り
あ
げ

る
。
①
の
書
き
込
み
は
単
に
﹁
ゑ
↓
え
﹂
の
訂
正
だ
け
で
あ
り
、
五
一

が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
訂
正
を
し
た
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
五
一
の

他
の
書
き
込
み
を
見
る
と
、
③
で
は
、
三
馬
が
談
洲
樓
焉
馬
の
﹁
い
そ

が
す
は
ぬ
れ
ま
し
も
の
と
夕
立
の
跡
よ
り
は
る
ゝ
堪
忍
の
に
し
﹂
と
い

う
歌
の
﹁
に
し
﹂
に
﹁
堪
忍
の
二
字
︵
ニ
シ
︶
虹
︵
ニ
チ
︶
と
チ
シ
の

か
な
違
也
﹂
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
記
し
た
の
に
対
し
、
五
一
が
﹁
活
東

子
云
か
な
違
と
い
ふ
は
却
て
非
な
り
虹
も
ニ
ジ
也
︵
朱
︶﹂
と
訂
正
を

記
し
て
い
る
。
ま
た
④
に
関
し
て
は
、『
式
亭
雑
記
』
で
は
﹁
黏も

ち

﹂
と

し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
慶
大
本
『
式
亭
雑
記
』
で
は
﹁
黏も

ち

歟　

糯

ノ
方
正
字
ナ
リ
﹂
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

五
一
の
書
き
込
み
は
仮
名
遣
や
漢
字
の
訂
正
な
ど
、
表
記
に
対
す
る
関

心
が
窺
わ
れ
る
。
で
は
、
五
一
は
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
﹁
ゑ
﹂

を
﹁
え
﹂
と
訂
正
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
『
式
亭
雑
記
』
の
﹁
ゑ
﹂

の
表
記
か
ら
観
察
し
て
い
く
。
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四　
『
式
亭
雑
記
』
に
見
る
「
ゑ
」
の
表
記

さ
て
、
①
の
﹁
ゑ
↓
え
﹂
は
自
筆
本
一
一
丁
ウ
の
﹁
風
俗
﹂
の
中
に

見
ら
れ
る
訂
正
で
あ
る
。﹁
風
俗
﹂
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︵
以

降
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
。
／
は
改
行
部
分
︶。

女
の
な
り
か
た
ち
、
髷
を
い
よ
〳
〵
／
小
さ
く
し
て
む
か
し
に
か

へ
り
し
体
な
り
／
夏
衣
裳
は
白
地
の
ゆ
か
た
／
黒
繻
子
の
帯
一
面

の
流
／
行
な
り　

は
で
や
か
な
る
女
は
／
白
地
の
浴
衣
に
紅
絹
或

い
は
緋
／
縮
緬
の
裏
襟
を
か
け
て
／
彼
う
ら
ゑえ

り
を
わ
ざ
と
う
ら

か
へ
り
／
た
る
体
に
引
返
し
て
着
る
／
事
多
く
あ
り
／
夏
冬
と
も

に
女
の
衣
装
に
／
伊
予
染
流
行
並
に
鹿
子
流
行
／
路
考
茶
流
行
／

女
の
髪
の
風
京
大
坂
の
か
た
ち
に
な
れ
り
号
て
ぐ
る
り
お
と
し
と

か
云
へ
り
、

一
一
丁
ウ
︱
一
二
丁
オ

『
式
亭
雑
記
』
の
中
で
、﹁
ゑ
﹂
の
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ

の
﹁
風
俗
﹂
の
﹁
う
ら
ゑ
り
﹂︵
一
一
ウ
︶
の
﹁
ゑ
り
﹂︵﹁
襟
﹂﹁
衿
﹂

の
意
味
、
以
降
﹁
エ
リ
﹂
で
表
記
す
る
︶
ほ
か
、﹁
ヱ
ヽ
﹂︵
二
七
オ
、

二
七
ウ
︶、﹁
う
ゑ
そ
め
て
﹂︵
五
〇
オ
︶、﹁
中
の
綱
を
ヱ
﹂︵
五
一
ウ
︶、

﹁
稗
史
︵
ゑ
さ
う
し
︶﹂︵
五
五
ウ
︶、﹁
ゑ
ら
う
す
る
﹂︵
七
八
オ
︶、﹁
酔

︵
ヱ
ヒ
︶﹂︵
七
八
ウ
︶、﹁
の
ゑ
﹂︵
八
一
オ
、
八
三
オ
︶、﹁
さ
か
ゑ
や
﹂

︵
八
四
ウ
︶、﹁
ゑ
び
ら
﹂︵
八
八
オ
︶
で
あ
る
が
、
他
の
箇
所
に
は
訂
正

は
見
ら
れ
ず
︵
慶
大
本
『
式
亭
雑
記
』
は
抄
録
写
本
の
た
め
、﹁
の
ゑ
﹂

﹁﹁
さ
か
ゑ
や
﹂﹁
ゑ
び
ら
﹂
の
部
分
は
書
写
さ
れ
て
い
な
い
︶、
慶
大
本

『
式
亭
雑
記
』
で
も
﹁
ゑ
﹂
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
﹁
ゑ
﹂
か

ら
﹁
え
﹂
へ
訂
正
は
﹁
エ
リ
﹂
と
い
う
語
の
み
で
あ
る
。

次
に
江
戸
時
代
に
﹁
エ
リ
﹂
が
ど
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い
た
か
を

国
立
国
語
研
究
所
の
歴
史
コ
ー
パ
ス
中
納
言
︵
以
下C

H
J

︶
他
を
利
用

し
て
観
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

五　
「
エ
リ
」
の
表
記

五
―
一　
「
エ
リ
」
と
い
う
語
の
発
生
時
期

﹁
エ
リ
﹂
は
古
く
は
﹁
こ
ろ
も
の
く
び
﹂﹁
き
ぬ
の
く
び
﹂
と
呼
ば

れ
て
い
た
︵『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版　

二
〇
〇
一
に
よ
る
︶。

『
大
和
物
語
』︵
一
六
八　

苔
の
衣
︶
に
は
﹁
大
徳
の
す
む
所
に
来
て
、

物も
の
が
た語

り
な
ど
し
て
う
ち
や
す
み
た
り
け
る
に
、
衣き

ぬ

の
く
び
に
書
き
つ
け

け
る
﹂
と
い
う
例
が
見
ら
れ
る
︵C

H
J

調
査
に
よ
る　
『
新
編
古
典
文

学
全
集
12
』　

四
一
一
頁
︶。﹁
エ
リ
﹂
は
、『
梁
塵
秘
抄
』︵
治
承
年
間

︿
一
一
八
〇
年
前
後
﹀︶
に
﹁
此
の
ご
ろ
み
や
こ
に
は
や
る
も
の
、
肩
当

腰
当
烏
帽
子
と
ど
め
、
ゑ
り
の
竪
︵
た
つ
︶
か
た
、
さ
び
烏
帽
子
﹂︵『
日

本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
に
よ
る
︶
の
例
が
あ
り
、
平
安
後
期
に
は
﹁
エ

リ
﹂
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
表
記
に
関
し

て
は
『
梁
塵
秘
抄
』
の
底
本
が
江
戸
時
代
の
写
本
︵
天
理
図
書
館
蔵
竹

柏
園
旧
蔵
本　

現
存
唯
一
の
伝
本　

以
下
天
理
本
︶
し
か
残
さ
れ
て
い
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な
い
た
め
、
成
立
時
の
表
記
に
関
し
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

こ
の
天
理
本
を
底
本
と
し
た
『
梁
塵
秘
抄　

閑
吟
集　

狂
言
歌

謡　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
56
』︵
一
九
九
三　

岩
波
書
店
︶
所
収
の

小
林
芳
規
編
﹁︵
梁
塵
秘
抄
︶
口
頭
語
集
覧
﹂
の
中
で
は
、﹁
語
頭
に
お

け
る
ヱ
と
エ
﹂
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
︵
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
︶。

語
頭
に
お
け
る
ヱ
と
エ

　
　

ゑ
り
︵
襟
︶
の
竪た

つ
型か

た　

368

　
　

ゑ
せ
か
づ
ら
︵
似
而
非
鬘
︶
369

﹁
え
り
﹂﹁
え
せ
﹂
と
も
に
院
政
期
の
仮
名
遣
を
知
る
例
が
見
ら
れ

な
い
が
、
院
政
末
鎌
倉
初
期
の
和
泉
往
来
文
治
元
年
︵
一
一
八
六
︶

写
本
や
中
山
法
華
経
寺
蔵
三
教
指
帰
注
に
、

　
　

弓
胡カ

リ
ヤ
ナ
ク
イ籙

箙ヱヒラ
︵
和
泉
往
来
、
二
月
︶

　
　

シ
ヰ
テ
酒
を
ノ
マ
セ
テ
エ
ハ
ス︵
酔
︶︵
三
教
指
帰
注
二
六
オ
5
︶

　
　

此
ヲ
食
イ
テ
エ
イ
︵
酔
︶
ク
ル
イ
ス
︵
同
ウ
二
八
オ
7
︶

と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
文
献
が
口
頭
語
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
口
頭
語
で
は
梁
塵
秘
抄
撰
述
の
時
に
ヱ
と
エ
の
乱
れ
が

語
頭
に
も
及
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
鎌
倉
中
後
期
は
、
消
息

や
古
文
書
に
こ
の
現
象
を
屢
々
拾
う
こ
と
が
出
来
、
ヱ
と
エ
が
同

一
音
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

四
四
二
頁

こ
の
記
述
か
ら
は
平
安
末
期
に
は
﹁
ヱ
﹂
と
﹁
エ
﹂
の
音
が
混
乱
し
、

表
記
に
誤
り
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

傍
線
部
の
﹁﹁
え
り
﹂﹁
え
せ
﹂
と
も
に
院
政
期
の
仮
名
遣
を
知
る
例
が

見
ら
れ
な
い
﹂
と
い
う
記
述
が
あ
り
、﹁
エ
リ
﹂
が
元
々
﹁
ゑ
り
﹂
で
あ
っ

た
か
﹁
え
り
﹂
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

五
―
二　

三
馬
著
作
の
「
エ
リ
」
の
表
記

こ
こ
か
ら
は
、
江
戸
時
代
の
﹁
エ
リ
﹂
の
表
記
を
見
て
い
く
こ
と
に

す
る
。
屋
名
池
誠
︵
二
〇
一
一
︶
は
、
江
戸
時
代
の
表
記
シ
ス
テ
ム

を
﹁
表
記
と
い
う
伝
達
ル
ー
ト
は
複
数
あ
っ
て
も
、
一
つ
の
ヨ
ミ
と
い

う
ゴ
ー
ル
に
確
実
に
到
達
で
き
、
伝
達
の
一
意
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る

︵
一
六
八
頁
︶﹂
と
い
う
、
多
︵
表
記
︶
対
一
︵
語
形
︶
の
﹁
多
表
記
性

表
記
シ
ス
テ
ム
﹂
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
異
表
記
の

範
囲
は
無
限
定
で
は
な
く
、
あ
る
一
定
の
秩
序
を
持
っ
た
表
記
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
を
﹁
近
世
通
行
仮
名
表
記
﹂
と
名
付
け
た
。

今
回
取
り
上
げ
た
﹁
エ
リ
﹂
の
表
記
に
関
し
て
も
、
屋
名
池

︵
二
〇
一
一
︶
の
中
で
『
浮
世
風
呂
』︵
前
編
上
︶
を
取
り
あ
げ
、﹁
ゑ
り
﹂

と
﹁
え
り
﹂
の
複
数
の
表
記
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く

は
他
の
江
戸
の
著
作
の
調
査
で
も
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
ひ
と
ま
ず
、
江
戸
時
代
の
﹁
ゑ
り
﹂
と
﹁
え
り
﹂
の
表
記
が
ど

の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
か
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
最
初
に
屋
名
池

︵
二
〇
一
一
︶
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
式
亭
三
馬
の
著
作
『
浮
世

風
呂
』
と
、『
浮
世
床
』
の
﹁
エ
リ
﹂
を
観
察
す
る
。

『
浮
世
風
呂
』
の
中
で
﹁
エ
リ
﹂
は
全
体
で
九
例
見
ら
れ
る
。
そ
の
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中
に
は
﹁
ゑ
り
﹂
の
表
記
が
七
例
︵
す
べ
て
振
り
仮
名
︶、﹁
え
り
﹂
の

表
記
が
二
例
︵
振
り
仮
名
一
例
︶
あ
る
。
以
下
に
用
例
を
あ
げ
る
︵
用

例
の
採
取
に
関
し
て
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
浮
世
風
呂
』
を
使

用
。
天
理
図
書
館
所
蔵
『
浮
世
風
呂
』
版
本
で
確
認
︶

01
下
女
●　

觧と
き
も
の物

を
す
る
と
き
襟ゑ

り

か
た
を
引ひ

つ
さ
い裂

た
事こ

と

02
子
も
り　

跡あ
と

で
、
わ
つ
ち
の
襟え

り

を
剃す

つ
てて

お
く
れ
ナ

03
う
ば　

ヘ
ン
。
あ
き
れ
ら
ア
。
襟ゑ

り

や
顏か

ほ

を
す
り
つ
け
る
よ
り
は

︵
二
編
巻
之
上
︶

04
半は

ん
ゑ
り襟

は
白お

し
ろ
い粉

染そ
ま

ツ
て

︵
三
編
巻
之
上
︶

05
お
い
へ　

緋ひ
ぢ
り
め
ん

縮
緬
の
襦じ

ば
ん袢

に
白し

ろ
じ
ゆ
す

襦
子
の
半は

ん
ゑ
り襟

で

06
お
か
べ　

や
つ
ぱ
り
白し

ろ

え
り
を
か
け
て

07
お
い
へ　

生は
へ
ぎ
わ際

の
白お

し
ろ
ひ粉

と
、
襟ゑ

り

の
白お

し
ろ
ひ粉

と
は

︵
三
編
巻
之
下
︶

08
襟ゑ

り

か
た
か
ら
胸む

ね

い
ち
め
ん
汁お

つ
けの

か
ゝ
つ
た
古こ

せ
き跡

べ
つ
た
り

09
綿わ

た
づ
き
ん

頭
巾
は
、
血け

つ
き氣

盛さ
か
んの

壯わ
か
い
も
の夫が

、
襟ゑ

り

へ
卷ま

い

た
り

︵
四
編
巻
之
上
︶

『
浮
世
床
』
の
﹁
ゑ
り
﹂
は
四
例
あ
り
、
い
ず
れ
も
﹁
ゑ
り
﹂︵
す
べ
て

振
り
仮
名
︶
の
表
記
で
あ
る
︵『
日
本
古
典
全
集
』　

早
稲
田
大
学
図
書

館
所
蔵
『
浮
世
床
』
版
本
で
確
認
︶。

10
で
ん　

無な
け

な
し
の
襟ゑ

り
あ
し足

を
剃か

み
す
り刀

で
剃す

り
こ
ん込

で
拵こ

せ
へへ

た
ぜ
。

11
び
ん　

あ
れ
よ
り
は
坊ぼ

う
ず
ゑ
り

主
襟
で
能い

ゝ

か
ら
木き

ぢ地
の
儘ま

ん
まで

お
け
ば
能い

い
事
よ

︵
初
編
上
︶

12
土
龍　

そ
の
手
で
襟ゑ

り

を
ち
よ
い
と
合あ

は

せ
て
え
て

13
土
龍　

襟ゑ
り
さ
き先

を
ぐ
つ
と
引
張
て

︵
二
編
下
︶

『
浮
世
風
呂
』『
浮
世
床
』
の
中
で
は
大
勢
が
﹁
ゑ
り
﹂
の
表
記
で
あ
る

が
、﹁
え
り
﹂
の
例
も
二
例
見
ら
れ
る
。
02
は
子
守
の
女
性
が
乳
母
に

自
分
の
襟
足
を
そ
っ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
の
に
対
し
03
の
乳
母
が
、﹁
ヘ

ン
。
あ
き
れ
ら
ア
。
襟ゑ

り

や
顏か

ほ

を
す
り
つ
け
る
よ
り
は
、
小こ

び
ん
さ
き

鬢
先
の
兀は

げ

ツ

ち
や
う
で
も
治な

ほ

す
が
能い

ゝ

﹂
と
憎
ま
れ
口
を
た
た
い
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

乳
母
の
発
言
に
は
﹁
ゑ
り
﹂
の
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
子
守
と
乳

母
は
同
じ
奉
公
先
で
働
い
て
お
り
、
階
層
も
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
違

い
は
子
守
が
十
三
四
、
乳
母
が
三
十
四
五
と
い
う
年
齢
差
の
み
で
あ
る
。

も
う
一
例
は
05
～
07
は
二
十
三
四
く
ら
い
の
女
性
が
同
年
代
と
思
わ

れ
る
女
性
に
流
行
の
着
物
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
場
面
に
見
ら
れ
る
。

﹁
白し

ろ

え
り
﹂
と
﹁
え
り
﹂
を
使
っ
て
い
る
の
は
﹁
お
か
べ
﹂
と
い
う
女
性
、

﹁
半
襟ゑ

り

﹂﹁
襟ゑ

り

﹂
と
﹁
ゑ
り
﹂
を
使
っ
て
い
る
の
は
﹁
お
い
へ
﹂、
で
あ
る
。

二
人
の
間
に
特
に
階
層
差
は
な
く
、﹁
え
り
﹂
が
振
り
仮
名
で
は
な
く
、

ま
た
﹁
白
﹂
に
続
く
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
が
﹁
お
い
へ
﹂
の
使

用
と
異
な
る
点
で
あ
る
。

以
上
、
三
馬
の
著
作
の
﹁
ゑ
り
﹂
と
﹁
え
り
﹂
と
い
う
異
な
る
表
記

に
関
し
て
は
、
特
に
表
記
上
の
意
図
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
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五
―
三　

江
戸
時
代
の
他
資
料
の
「
エ
リ
」
の
調
査

次
に
、
江
戸
時
代
の
他
資
料
か
ら
﹁
エ
リ
﹂
の
表
記
を
観
察
す
る
。

調
査
はC

H
J

江
戸
時
代
編
を
用
い
た

6

︵
調
査
し
た
用
例
はC

H
J

に
提

示
さ
れ
た
底
本
で
確
認
し
た
︶。
調
査
し
た
資
料
に
は
﹁
ゑ
り
﹂﹁
え
り
﹂

と
、
振
り
仮
名
で
﹁
襟ゑ

り

﹂﹁
襟え

り

﹂﹁
衿ゑ

り

﹂﹁
衿え

り

﹂
の
種
類
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
﹁
エ
リ
﹂
は
語
頭
に
出
現
す
る
場
合
と
語
中
に
出
現
す
る
場
合
が

あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
区
別
し
、『
浮
世
風
呂
』『
浮
世
床
』
の
用
例
と

と
も
に
表
1
に
示
し
た
。
次
に
用
例
を
抜
粋
し
て
示
す
。

14
南
無
阿
弥
陀
仏
南
無
阿
弥
陀
仏
を
力
に
て
、
襟え

り

引
き
寄
せ
て　

︵『
心
中
刃
は
氷
の
朔
日
』　

一
七
〇
九
︶

15
正
月
の
き
り
こ
み
い
し
や
う
に
か
の
こ
の
ゑ
り
か
け
た
ら
み
な
し
ろ

ぬ
め
が
よ
い
と
お
つ
し
や
る︵『

陽
台
遺
編
・
𡝂
閣
秘
言
』　

一
七
五
八
︶

16
ソ
ン
ナ
ラ
は
だ
身
を
は
な
さ
ぬ
と
い
ひ
な
ん
す
が
ゑ
り
に
か
け
て
い

ひ
な
ん
す
か

︵『
郭
中
奇
譚
』　

一
七
六
九
︶

17
爰
へ
手
を
。
や
つ
て
。
ゑ
り
の
所
の
。
あ
か
な
い
様
に
し
て
。
お
く

ん
ね
ん
し

︵
南
閨
雑
話　

一
七
七
三
︶

18
羽は

を
り織

の
ゑ
り
が
お
れ
ん
せ
ん
。
お
待
な
ん
し︵

通
言
総
籬　

一
七
八
七
︶

19
肩か

た

を
コ
ウ
い
か
ら
し
て
ゑ
り
を
ト
い
ら
ふ
が
妙め

う

に
お
か
し
ふ
こ
さ
り
升

︵
北
華
通
情　

一
七
九
四
︶

20
半
合
羽
び
ろ
う
ど
の
三
寸
ゑ
り
て
拭
か
た
に
引
か
け
た
廿
四
五
な
お

と
こ
が

︵
嘘
之
川　

一
八
〇
四
︶

21
露
は
さ
い
ぜ
ん
よ
り
何
か
し
あ
ん
あ
り
が
ほ
に
襟ゑ

り

に
顔か

ほ

を
さ
し
入
て

い
た
り
け
る
が

︵
竊
潜
妻　

一
八
〇
七
︶

22
あ
な
た
も
し
お
羽は

を
り折

の
え
り
が
ト
直
す
ふ
り
し
て

︵
誰
が
面
影
上
巻
其
二　

一
八
一
二
︶

23
緋ひ

ぢ
り
め
ん
に
び
ろ
ふ
ど
ゑ
り
の
ぢ
ば
ん
。
郡ぐ

ん
な
い内

じ
ま
の
下し

た
ぎ着

。

八は
ち
で
う丈

じ
ま
の
上う

わ
ぎ着

。

︵
箱
ま
く
ら
巻
之
上　

一
八
二
二
︶

24
小
三
は
金
五
郎
の
う
し
ろ
よ
り
き
も
の
の
ゑ
り
を
な
ほ
し
な
が
ら

︵
仮
名
文
章
娘
節
用
三
編
上　

一
八
三
四
︶

25
お
吉き

ち

も
立た

つ

て
階は

し
ご子

の
傍そ

ば

。
よ
び
と
め
て
衿え

り

に
手て

を
か
け
。
耳み

み

に
口ぐ

ち

よ

せ
小こ

ご
え声

に
な
り

︵
花
廼
志
満
台　

初
編
巻
之
下　

一
八
三
六
︶

26
言
ま
ぎ
ら
し
て
𧝒
の
襟ゑ

り

。
ひ
き
冠か

ぶ

り
ツ
ヽ
寝ね

が
へ反

り
し
。

︵
春
色
連
理
の
梅　

初
編
巻
之
一　

一
八
五
一
︶

27
肌は

だ
ぎ着

の
襟え

り

へ
腮

お
と
が
い

半な
か
ば

埋う
ま

ま
せ
て
し
ば
し
黙も

く然
し
て
居
た
り
し
時

︵
春
色
江
戸
紫
二
編
上
巻　

一
八
六
四
︶
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表
1　

歴
史
コ
ー
パ
ス
中
納
言
︵C

H
J

︶
江
戸
時
代
編
他
の
調
査
に
よ
る
﹁
エ
リ
﹂
の
表
記

著
作
︵
年
代
︶

ゑ
り

襟
︵
ゑ
り
︶

衿
︵
ゑ
り
︶

え
り

襟
︵
え
り
︶

衿
︵
え
り
︶

語
頭

語
中

語
頭

語
中

語
頭

語
中

語
頭

語
中

語
頭

語
中

語
頭

語
中

心
中
刃
は
氷
の
朔
日
︵
一
七
〇
九
︶

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

心
中
天
の
網
島
︵
一
七
二
〇
︶

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

陽
台
遺
編
︵
一
七
五
八
︶

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

郭
中
奇
譚
︵
一
七
六
九
︶

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

南
閏
雑
話
︵
一
七
七
三
︶

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

甲
駅
新
話
︵
一
七
七
五
︶

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

通
言
総
籬
︵
一
七
八
七
︶

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

仕
掛
文
庫
︵
一
七
九
三
︶

2

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

北
華
通
情
︵
一
七
九
四
︶

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

嘘
之
川
︵
一
八
〇
四
︶

3

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

竊
潜
妻
︵
一
八
〇
七
︶

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

浮
世
風
呂
︵
一
八
〇
九
︱
一
三
︶

0

0

5

2

0

0

0

1

1

0

0

0

誰
が
面
影
︵
一
八
一
二
︶

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

浮
世
床
︵
一
八
一
三
︱
一
四
︶

0

0

3

1

0

0

0

0

0

0

0

0

箱
ま
く
ら
︵
一
八
二
二
︶

3

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

明
烏
後
の
正
夢
︵
一
八
一
九
︱

0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

仮
名
文
章
娘
節
用
︵
一
八
三
一
︱
三
五
︶

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

恋
の
花
染
︵
一
八
三
二
︱
三
三
︶

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

春
色
梅
児
誉
美
︵
一
九
八
二
︱
三
三
︶

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

春
色
辰
巳
園
︵
一
八
三
三
︱
三
五
︶

1

0

0

0

3

0

0

0

0

0

0

0

花
廼
志
満
台
︵
一
八
三
六
︶

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

春
色
連
理
の
梅
︵
一
八
五
一
︶

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

春
色
江
戸
紫
︵
一
八
六
四
︶

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

　
　
　
　
　

計

19

3

14

3

6

0

1

1

4

0

1

0
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﹁
エ
リ
﹂
は
、C

H
J

の
調
査
と
『
浮
世
風
呂
』『
浮
世
床
』
を
含
め
、

五
十
二
例
採
取
さ
れ
た
。﹁
ゑ
り
﹂︵
振
り
仮
名
を
含
む
︶
の
表
記
が

四
十
五
例
、﹁
え
り
﹂︵
振
り
仮
名
を
含
む
︶
が
七
例
で
あ
る
。﹁
え
り
﹂

の
表
記
は
、『
浮
世
風
呂
』
二
例
の
他
、
近
松
の
浄
瑠
璃
本
二
例
、
上

方
の
洒
落
本
『
誰
が
面
影
』
一
例
、
松
亭
金
水
の
『
花
廼
志
満
台
』
一
例
、

山
々
亭
有
人
の
『
春
色
江
戸
紫
』
一
例
見
ら
れ
た
。
但
し
、
松
亭
金
水

の
『
恋
の
花
染
』
で
は
﹁
ゑ
﹂
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
山
々
亭
有

人
の
『
春
色
恋
廼
染
分
解
』
で
は
﹁
襟ゑ

り
が
み髪

﹂
と
い
う
﹁
ゑ
﹂
の
表
記
を

確
認
し
て
い
る
の
で
、
著
作
者
に
よ
る
表
記
の
差
で
は
な
い

7

。
版
本
で

あ
る
た
め
、
筆
耕
の
違
い
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
全
体
と
し
て
は

﹁
ゑ
り
﹂
が
大
勢
を
占
め
、﹁
え
り
﹂
と
﹁
ゑ
り
﹂
の
違
い
に
は
、
地
の

文
と
会
話
文
と
い
う
違
い
も
、
会
話
者
の
階
層
の
違
い
や
男
女
差
、
ま

た
、
語
頭
か
語
中
か
に
よ
る
違
い
も
特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ひ
と

つ
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
近
松
の
浄
瑠
璃
集
や
ま
た
上
方
系
の
洒
落
本
に

﹁
え
り
﹂
の
表
記
が
あ
り
、
出
版
地
域
の
違
い
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

用
例
が
少
な
い
た
め
こ
の
点
は
さ
ら
に
拡
大
し
た
調
査
を
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

契
冲
の
『
和
字
正
濫
鈔
』︵
元
禄
六
︿
一
六
九
三
﹀
年　
『
契
沖
全
集
』

第
十
巻　

一
九
七
三　

岩
波
書
店
か
ら
引
用
︶
の
中
に
は

領　

え
り　

假
名
未
考
、
俗
語
欤
、
物
に
は
衣
く
ひ
と
い
へ
り

︵
二
〇
三
頁
︶

と
あ
る
。﹁
エ
リ
﹂
は
、
楫
取
魚
彦
の
『
古
言
梯
』︵
明
和
五
︿
一
七
六
八
﹀

に
も
語
が
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
遡
っ
た
行
阿
の
『
假
名
文
字
遣
』︵
貞

治
二
︿
一
三
六
三
﹀
年
以
降
の
成
立
と
さ
れ
る
︶
に
も
語
例
の
記
載
が

な
い
。
ま
た
、
先
に
あ
げ
た
小
林
︵
一
九
九
三
︶
に
﹁﹁
え
り
﹂﹁
え
せ
﹂

と
も
に
院
政
期
の
仮
名
遣
を
知
る
例
が
見
ら
れ
な
い
﹂
と
あ
り
、
現
在

の
と
こ
ろ
古
い
資
料
に
お
け
る
用
例
も
定
か
で
な
い
。
江
戸
時
代
の
表

記
は
、
屋
名
池
︵
二
〇
一
一
︶
の
い
う
﹁
多
表
記
性
シ
ス
テ
ム
﹂
で
あ
っ

た
た
め
、﹁
エ
リ
﹂
に
は
﹁
ゑ
﹂
と
﹁
え
﹂
の
使
用
が
通
行
し
て
い
た

と
い
う
の
は
頷
け
る
が
、﹁
ゑ
り
﹂
の
方
に
偏
り
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か

と
い
う
点
に
関
し
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
定
か
で
は
な
い
。

六　

三
馬
の
「
エ
リ
」
以
外
の
「
ゑ
」

六
―
一　
『
式
亭
雑
記
』
に
見
る
「
エ
リ
」
以
外
の
「
ゑ
」

こ
こ
で
は
、『
式
亭
雑
記
』
の
﹁
エ
リ
﹂
以
外
の
﹁
ゑ
﹂
の
表
記
を

見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
、『
式
亭
雑
記
』
の
中

で
、﹁
ゑ
﹂
の
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、﹁
う
ら
ゑ
り
﹂
の
ほ
か
、

﹁
ヱ
ヽ
﹂︵
二
七
オ
、
二
七
ウ
︶、﹁
う
ゑ
そ
め
て
﹂︵
五
〇
オ
︶、﹁
ヱ
﹂

︵
五
一
ウ
︶、﹁
稗
史
︵
ゑ
さ
う
し
︶﹂︵
五
五
ウ
︶、﹁
ゑ
ら
う
す
る
﹂︵
七
八

オ
︶、﹁
酔
︵
ヱ
ヒ
︶﹂︵
七
八
ウ
︶、﹁
の
ゑ
﹂︵
八
一
オ
、
八
三
オ
︶、﹁
さ

か
ゑ
や
﹂︵
八
四
ウ
︶、﹁
ゑ
び
ら
﹂︵
八
八
オ
︶
で
あ
る
︵﹁
の
ゑ
﹂
は

遊
女
屋
の
主
人
の
名
前
、﹁
さ
か
ゑ
や
﹂
は
遊
女
屋
の
屋
号
、﹁
ゑ
び

ら
﹂
は
遊
女
の
名
前
︶。
こ
の
中
で
、
契
冲
の
『
和
字
正
濫
鈔
』
に
は
、
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﹁
繪　

ゑ
﹂﹁
醉
ふ　

ゑ
ふ
﹂﹁
殖　

う
ゑ
﹂
が
見
ら
れ
る
︵『
契
冲
全
集
』

第
十
巻　

一
九
七
三　

岩
波
書
店
か
ら
引
用
︶。

繪　

ゑ　

胡
檜
切
。
此
呉
音
を
も
て
和
名
と
せ
り
︵
二
〇
九
頁
︶

醉　

ゑ
ふ　

古
事
記
等
︵
二
一
〇
頁
︶

殖　

う
ゑ　

  

日
本
紀
、
古
事
記
、
万
葉
、
和
名
等
一
同
な
り
。
万

葉
十
五
に
、
宇ウ

ウ

ル
宇
留
と
い
へ
り
。
ゑ
と
う
と
、
わ
の

下
に
て
五
音
通
せ
り
。
う
へ
と
も
う
ふ
と
も
か
く
は

誤
れ
り
︵
二
一
二
頁
︶

尚
、『
和
字
正
濫
鈔
』
に
語
例
が
見
ら
れ
る
﹁
え
﹂
の
表
記
が
、『
式
亭

雑
記
』
に
二
例
見
ら
れ
る
。﹁
松
の
下し

つ
え枝

︵
五
一
オ
︶﹂﹁
さ
え
わ
た
る

声
音
︵
七
一
オ
︶﹂
で
あ
る
。

枝　

え
た　
︵
二
〇
三
頁
︶

冱　

さ
え　

  

さ
ゆ
。
天
武
紀
に
、
潔
を
常
に
は
い
さ
き
よ
し
と
よ

む
を
書
く
點
し
、
万
葉
に
は
清
の
字
を
さ
や
と
よ
め

り
。
さ
ゆ
る
も
清
く
な
る
心
な
り
︵
二
〇
七
頁
︶

﹁
殖
︵
植
︶﹂
は
『
假
名
文
字
遣
』︵『
假
名
文
字
遣
』
汲
古
書
院　

 

一
九
八
〇　

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
︿
文
明
十
一
年
本
﹀、
国
立

国
会
図
書
館
蔵
︿
慶
長
板
﹀
の
影
印
所
収
を
使
用
︶
で
は
﹁
う
ふ

る　

殖　

栽
﹂﹁
う
へ
を
く　

殖
栽
﹂
と
あ
り
、
ハ
行
転
呼
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
が
、
契
冲
は
こ
れ
を
誤
り
と
し
て
い
る

8

。

六
―
二　

三
馬
の
著
作
そ
の
他
に
見
る
「
エ
リ
」
以
外
の
「
ゑ
」

次
に
三
馬
著
作
と
、C

H
J

の
調
査
か
ら
﹁
エ
リ
﹂
以
外
の
﹁
ゑ
﹂
の

表
記
を
観
察
す
る
。
こ
こ
で
は
『
式
亭
雑
記
』
に
見
ら
れ
た
﹁
繪ゑ

﹂

﹁
植う

ゑ
﹂﹁
醉ゑ

ふ
﹂
を
取
り
あ
げ
る

9

。

﹁
繪
﹂
に
関
し
て
は
、『
浮
世
風
呂
』
で
十
六
例
あ
り
、
い
ず
れ
も
﹁
ゑ
﹂

の
表
記
、C

H
J

の
調
査
で
は
『
近
松
浄
瑠
璃
集
』﹁
心
中
二
枚
絵
草
紙
﹂

に
一
例
﹁
え
﹂
の
表
記
が
あ
っ
た
ほ
か
は
す
べ
て
﹁
ゑ
﹂
の
表
記
で
あ
っ

た
。﹁
植う

ゑ
﹂
に
関
し
て
は
、『
浮
世
風
呂
』
で
は
﹁
活う

ゑ
じ
ぼ
ん

字
本
﹂﹁
植う

ゑ

つ

け
﹂、『
浮
世
床
』
で
は
﹁
鉢は

ち
う
ゑ植

﹂
と
い
ず
れ
も
契
冲
の
『
和
字
正
濫
鈔
』

に
倣
っ
た
﹁
ゑ
﹂
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
。C

H
J

の
江
戸
時
代
編
で
採

取
さ
れ
た
用
例
は
三
例
の
み
で
、﹁
植
ゑ
﹂
が
一
例
︵『
春
色
辰
巳
園
』、

﹁
植
へ
﹂
が
二
例
︵『
恋
の
花
染
』『
春
色
江
戸
紫
』︶
で
あ
る
。﹁
酔
ふ
﹂

に
関
し
て
は
、『
浮
世
風
呂
』
で
は
﹁
ゑ
ふ
﹂
が
二
例
、
ま
た
、﹁
よ
ふ
﹂

が
十
三
例
︵
酔
醒
︵
よ
い
ざ
め
︶
含
む
︶
で
あ
っ
た
。
ま
た
、C

H
J

の

調
査
で
で
も
﹁
ゑ
ふ
﹂
よ
り
﹁
よ
ふ
﹂
と
い
う
表
音
式
仮
名
遣
い
の
方

が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た
。
屋
名
池
︵
二
〇
一
一
︶
で
は
、
江
戸
時
代

の
表
記
が
多
表
記
性
表
記
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
と
も
に
﹁
正
確
に
ヨ
ミ

を
伝
え
て
い
た
立
派
な
表
音
表
記
︵
一
五
三
頁
︶﹂
と
述
べ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
示
す
例
で
あ
ろ
う
。
三
馬
自
身
も
『
浮
世
風
呂
』
三
編
自
序
の

あ
と
に
﹁
假か

な
の
れ
い

字
例
﹂
と
し
て
﹁
〇
申ま

を
す

を
﹁
も
う
す
﹂訓
興か

ふ
り
ふ立

を
﹁
こ
う

り
う
﹂音
と
書か

け

る
類た

ぐ
ひ

す
べ
て
婦ふ

ぢ
よ
し

女
子
の
讀よ

み
や
す易

き
を
要え

う

と
す
れ
ば
音お

ん
く
ん訓

と

も
に
仮か

な字
つ
か
ひ
を
正た

だ

さ
ず
﹂
と
、
著
作
に
お
け
る
読
み
易
さ
を
重
視
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し
た
考
え
方
を
示
し
て
い
る

0

。

七　

三
馬
の
「
ゑ
」
と
「
え
」
の
使
い
分
け

最
後
に
、
三
馬
の
著
作
の
中
で
﹁
ゑ
﹂
と
﹁
え
﹂
の
表
記
が
意
図
さ

れ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
例
を
一
つ
上
げ
て
お
く
。
そ
れ
は
、『
小

野
愚
譃
字
尽
』︵
文
化
3
︿
一
八
〇
六
﹀︶
所
収
の
﹁
か
ま
ど
詞
大
概

!

﹂

の
中
に
見
ら
れ
る
。﹁
か
ま
ど
大
概
﹂
は
片
言
資
料
の
一
つ
で
あ
る
。

﹁
か
ま
ど
詞
大
概
﹂
に
関
し
て
は
拙
稿
︵
二
〇
一
三
︶
で
、『
浮
世
風
呂
』

に
見
る
﹁
か
ま
ど
詞
大
概
﹂
の
語
彙
︵
以
下
﹁
か
ま
ど
詞
﹂
と
す
る
︶

を
使
用
す
る
階
層
や
使
用
場
面
等
の
調
査
を
行
い
、﹁
か
ま
ど
詞
﹂
を

話
す
人
物
は
、
江
戸
の
一
般
庶
民
の
中
で
も
、
特
に
中
下
層
の
仲
間
内

の
会
話
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

鈴
木
真
喜
男
︵
一
九
七
四
︶︵『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成　

第
九

巻　

遊
び
』
所
収
『
小
野
愚
譃
字
尽
』
の
解
題
︶
で
は
、
こ
の
﹁
か
ま

ど
詞
大
概
﹂
に
関
し
、

﹁
か
ま
ど
詞
大
概
﹂
は
、
大
万
宝
に
も
み
ら
れ
る
﹁
諸
人
片
言
な

を
し
﹂
な
ど
の
類
で
あ
る
。﹁
片
言
な
を
し
﹂
は
、
安
原
貞
室
の

『
片
言
』
の
末
書
で
あ
り
、﹁
当
世
大
和
言
葉
﹂
な
ど
と
も
よ
ば
れ
、

重
宝
記
の
類
に
も
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。﹁
け
た
い
な
詞
つ
き
じ

や
な
ア
。
お
慮
外
も
、
お
り
よ
げ
へ
。
観
音
様
も
、
か
ん
の
ん
さ

ま
。
な
ん
の
こ
つ
ち
や
ろ
な
。﹂
の
よ
う
に
、﹁
か
み
が
た
す
じ
の

女
﹂
に
江
戸
言
葉
を
け
な
さ
せ
て
い
る
、
有
名
な
条
と
み
あ
わ
す

と
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

四
三
五
頁

と
述
べ
て
い
る
が
、﹁
か
ま
ど
詞
﹂
は
こ
の
記
述
の
中
に
あ
る
﹁
江
戸

言
葉
﹂
の
訛
を
さ
ら
に
き
つ
く
し
た
言
葉
と
考
え
ら
れ
る
。

﹁
か
ま
ど
詞
﹂
の
中
に
は
﹁
夷え

び
す

を
ゑ
べ
す
﹂
と
い
う
項
が
あ
る
。
当

時
の
標
準
的
な
﹁
夷え

び
す

﹂
と
い
う
言
い
方
に
対
し
、
片
言
と
し
て
﹁
ゑ
べ

す
﹂
を
当
て
た
も
の
で
、﹁
夷え

び
す

﹂
の
﹁
え
﹂
に
対
し
、﹁
ゑ
﹂
の
表
記
が

使
用
さ
れ
て
い
る
︵『
和
字
正
濫
鈔
』
で
は
﹁
夷　

え
ひ
す
︵
二
〇
五
頁
︶

と
﹁
え
﹂
の
表
記
で
あ
る

@

。︶。『
浮
世
風
呂
』
の
中
で
は
、
こ
の
﹁
夷

え
び
す

を
ゑ
べ
す
﹂
を
利
用
し
た
場
面
が
見
ら
れ
る
。

ま
ず
、﹁
え
び
す
﹂
の
例
と
し
て
﹁
夷え

び
す
こ
う講

﹂
の
二
例
が
あ
る
。
こ
の

場
面
は
、
松
右
エ
門
と
八
兵
衛
と
い
う
人
物
が
、
落
ち
ぶ
れ
た
地
主
の

息
子
の
噂
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

松　

鰹か
つ
お
ぶ
し節の

は
い
る
汁お

つ
けは

夷え
び
す
こ
う講と

生た
ん
ぜ
う辰

ば
か
り

八　

ま
づ
酒さ

け

は
夷え

び
す
こ
う講ば

か
り

︵
前
編
巻
之
上
︶

息
子
の
父
親
は
利
勘
で
、
鰹
節
の
入
る
汁
物
や
酒
は
夷
講
な
ど
の
特
別

な
お
祝
い
の
日
で
し
か
ふ
る
ま
わ
な
い
と
話
し
て
い
る
。
二
人
の
言
葉

遣
い
に
は
ほ
と
ん
ど
音
訛
が
見
ら
れ
ず
、
ま
た
、﹁
私
﹂
や
﹁
お
ま
へ

が
た
﹂
な
ど
の
人
称
代
名
詞
や
お
互
い
に
文
末
に
﹁
～
ま
す
﹂
を
使
用

す
る
場
合
も
あ
る
。
両
者
の
職
業
や
階
層
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
言
葉
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遣
い
か
ら
考
え
、
中
上
層
に
属
す
る
人
物
と
思
わ
れ
る

#

。

一
方
﹁
ゑ
べ
す
﹂
の
例
に
は
﹁
蛭ゑ

べ
す
か
う

子
講
﹂
の
一
例
が
見
ら
れ
る
。
こ

れ
は
、﹁
ば
ち
﹂
と
い
う
芸
者
が
同
業
の
芸
者
﹁
さ
み
﹂
と
会
話
し
て

い
る
場
面
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ば
ち　

わ
た
し
は
蛭ゑ

べ
す
か
う

子
講
の
坐ざ

し
き敷

さ
。
丁て

う
ど度

八
ツ
に
歸け

へ

つ
た
は
な

︵
二
編
巻
之
上
︶

﹁
ば
ち
﹂
は
、
話
し
相
手
の
﹁
さ
み
﹂
に
対
し
﹁
お
め
へ
﹂
や
﹁
け
へ

る
﹂﹁
弱
虫
じ
や
ア
ね
へ
は
な
﹂
な
ど
の
音
訛
が
見
ら
れ
る
。
小
松
寿

雄
︵
一
九
八
七
︶
で
は
、
二
人
称
﹁
お
め
へ
﹂
の
相
互
使
用
す
る
の
は

﹁
玄
人
筋
と
下
層
の
女
性
に
多
い
と
言
え
る　

四
〇
七
頁
﹂
と
述
べ
て

い
る
。﹁
ば
ち
﹂
は
芸
者
で
小
松
の
言
う
玄
人
筋
に
あ
た
り
、﹁
さ
み
﹂

に
対
す
る
二
人
称
は
下
層
と
同
じ
﹁
お
め
へ
﹂
を
使
用
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
浮
世
風
呂
』
の
﹁
え
び
す
﹂
と
﹁
ゑ
べ
す
﹂
の
使

用
者
を
比
較
す
る
と
、
階
層
や
職
業
に
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
﹁
え
び
す
﹂
の
﹁
え
﹂
に
対
し
、﹁
ゑ
﹂
が
片

言
の
発
音
を
示
す
表
記
︵
三
馬
が
ど
の
よ
う
な
音
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

た
か
は
不
明
で
あ
る
︶
を
マ
ー
ク
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
三

馬
が
著
作
の
中
で
、
す
べ
て
の
﹁
ゑ
﹂
を
片
言
の
発
音
と
し
て
表
記

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
三
馬
の
著
作

に
﹁
ゑ
﹂
と
﹁
え
﹂
の
表
記
で
音
の
違
い
を
表
す
例
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

興
味
深
い
。

﹁
ゑ
﹂
と
﹁
え
﹂
の
に
関
し
て
は
、
十
三
世
紀
に
は

[je]
の
音
に
合
一

さ
れ
、
そ
れ
が
近
世
に
は
[e]
の
音
に
な
っ
た
と
さ
れ
る

$

。
と
す
れ
ば
、

三
馬
の
時
代
に
は
﹁
ゑ
﹂
と
﹁
え
﹂
は
同
一
の
音
に
な
っ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
三
馬
は
実
際
の
音
と
は
関
係
な
く
、
二
つ

の
表
記
を
人
物
描
写
に
利
用
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ

は
、
特
殊
表
記

%

と
共
に
三
馬
の
表
記
上
の
工
夫
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
式
亭
雑
記
』
に
見
る
達
摩
屋
五
一
の
書
き
込
み
を
糸

口
に
三
馬
の
﹁
ゑ
﹂
の
表
記
に
つ
い
て
観
察
し
た
。
三
馬
自
筆
の
資
料

か
ら
は
、
ほ
ぼ
『
和
字
正
濫
鈔
』
に
沿
っ
た
表
記
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

一
方
、
著
作
に
関
し
て
は
、﹁
酔
︵
よ
︶
ふ
﹂
の
用
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、

﹁
酔
ふ
﹂
に
関
し
て
は
、
表
音
表
記
が
主
流
だ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ま
た
三
馬
の
著
作
に
は
、
人
物
描
写
を
意
図
し
た
表
現
効
果
と
し
て
の

﹁
ゑ
﹂
と
﹁
え
﹂
の
書
き
分
け
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
効
果

に
よ
る
表
記
も
含
め
、
三
馬
著
作
の
表
記
に
関
し
て
は
さ
ら
に
検
討
す

る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

著
作
と
は
異
な
る
三
馬
の
私
的
文
章
︵『
式
亭
雑
記
』
や
識
語
等
︶

に
関
し
て
は
、
今
後
仮
名
遣
い
に
関
す
る
調
査
分
析
を
行
い
、
三
馬
の

私
的
な
表
記
が
、
何
に
範
を
求
め
て
い
た
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た

い
と
思
う
。

︵
教
授　

日
本
語
学
︶
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注
︵
1
︶ ﹁
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵
『
式
亭
雑
記
』
︱
翻
刻
と
解
説
︱
﹂︵『
川
村
学

園
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
25
巻
1
号　

川
村
学
園
女
子
大
学
図
書
委
員

会　
『
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
式
亭
三
馬
自
筆
『
雑
記
』
影
印
と
翻
刻
』

︿
二
〇
一
六　

武
蔵
野
書
院
所
収
﹀︶

︵
2
︶ 

安
政
四
︵
一
八
五
七
︶
年
か
ら
文
久
三
年
︵
一
八
六
三
︶
年
に
か
け
て
刊

行
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
の
風
俗
・
人
情
・
奇
事
異
聞
に
関
す
る
稀
書
珍
書

︵
多
く
は
写
本
︶
を
ま
と
め
た
も
の
。

︵
3
︶ 

岩
本
活
東
子
は
五
一
の
義
子
岩
本
佐
七
と
さ
れ
て
い
る
が
、
佐
七
で
は
な

く
五
一
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

︵
4
︶ 

慶
大
本
『
式
亭
雑
記
』
は
、
幸
田
成
友
︵
明
治
六
～
昭
和
二
十
九

年　

一
八
七
三
～
一
九
五
四　

幸
田
露
伴
の
弟
︶
が
﹁
三
馬
の
机
と
日
記
﹂

︵『
読
書
人
』
第
5
号　

一
九
五
一
︶
の
中
で
、
三
馬
の
机
と
共
に
自
ら
が

所
蔵
し
た
も
の
と
記
し
て
い
る
。

 

幸
田
は
同
稿
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

同
書
の
末
尾
を
見
る
と
、﹁
慶
應
二
年
丙
寅
十
一
月
二
日
、
式
亭
自

記
︵
横
本
一
冊
︶
の
う
ち
よ
り
無
用
を
舎
︵
ス
テ
︶
て
有
用
を
取

り
、
某
日
の
あ
し
た
に
筆
を
立
せ
て
、
ゆ
ふ
べ
ま
で
に
書
を
は
り
ぬ

︵
※
︶　

江
戸
價
書
翁　

法
斎
無
物
老
人
識
﹂
と
あ
る
。﹁
法
斎
無
物
老

人
﹂
と
は
、
珍
本
売
買
に
名
高
い
江
戸
四
日
市
︵
現
在
の
中
央
区
日

本
橋
一
丁
目
近
辺
︶
の
待
賈
堂
達
磨
屋
五
一
の
こ
と
で
あ
る
。

 

︵
※
︶
の
﹁
ぬ
﹂
は
、
引
用
と
し
て
そ
の
ま
ま
あ
げ
て
い
る
が
﹁
つ
﹂
の

誤
り
で
あ
る
。
こ
の
慶
大
本
『
式
亭
雑
記
』
の
ほ
か
、
現
在
判
明
し
て
い

る
『
式
亭
雑
記
諸
本
』
は
十
種
あ
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
︵
二
〇
一
三
︶
を

参
照
さ
れ
た
い
。

︵
5
︶ 

但
し
、
慶
大
本
『
式
亭
雑
記
』
の
﹁
ゑ
﹂
の
訂
正
は
墨
書
で
な
さ
れ
て
お
り
、

他
の
書
き
込
み
と
は
質
を
異
に
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

︵
6
︶ 

歴
史
コ
ー
パ
ス
中
納
言
︵
江
戸
時
代
編
︶
の
詳
細
に
関
し
て
はh

ttps://

ch
un

agon
.n

in
jal.ac.jp

を
参
照
さ
れ
た
い
。

︵
7
︶ 

浅
川
哲
也
編
『
春
色
恋
廼
染
分
解　

翻
刻
と
総
索
引
』︵
お
う
ふ

う　

二
〇
一
二
︶
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
﹁
襟
髪
︵
ゑ
り
が
み
︶﹂
が
一
例

見
ら
れ
た
。

︵
8
︶ 

橘
成
員
の
『
倭
字
古
今
通
例
全
書
』︵
元
禄
九
︿
一
六
九
六
﹀
年
︶
の
誤

謬
を
批
判
し
た
契
冲
の
『
和
字
正
濫
通
妨
抄
』︵
元
禄
十
︿
一
六
九
七
﹀
年
︶

で
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

 

　

う
ふ
る　

植　

今
云
、
宇
々
、
宇
惠
な
り
、
う
は
る
と
い
ふ

 

　

は
俗
語
、
引
け
る
哥
も
う
ゝ
る
菊
な
り
、
花
に
は
あ
ら
す

︵
9
︶ 

今
回
は
『
式
亭
雑
記
』
に
見
ら
れ
る
の
﹁
エ
リ
﹂
以
外
の
﹁
ゑ
﹂
の
表
記

の
み
を
、『
浮
世
風
呂
』『
浮
世
床
』
とC

H
J

江
戸
時
代
編
か
ら
採
取
し
た

が
、﹁
ゑ
﹂
の
表
記
例
は
ほ
か
に
も
見
ら
れ
る
。
三
原
裕
子
︵
二
〇
一
九
︶

『
江
戸
語
資
料
と
し
て
の
後
期
咄
本
の
研
究
』﹁
第
6
章
/i/
を
表
す
仮
名
遣

い
と
作
家
の
位
相
の
違
い
﹂
で
は
、﹁

/e/
を
表
す
仮
名
の
使
用
状
況
﹂
と

し
て
『
浮
世
風
呂
』
の
﹁
こ
ゑ
﹂﹁
ゑ
ん
﹂
の
例
を
あ
げ
、﹁
混
用
例
と
し

て
﹁
声
﹂
の
振
仮
名
に
﹁
こ
へ
﹂﹁
こ
ゑ
﹂
が
現
れ
る
。
振
り
仮
名
の
語

頭
で
も
、﹁
縁
﹂
に
﹁
え
ん
﹂
と
﹁
ゑ
ん
﹂
の
二
通
り
の
仮
名
遣
い
が
行

わ
れ
て
い
る
﹂
と
す
る
。『
浮
世
風
呂
』
で
は
﹁
ゑ
﹂
が
ハ
行
点
呼
音
の

﹁
へ
﹂
の
表
記
と
も
混
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

︵
10
︶ 

但
し
、『
浮
世
風
呂
』
三
編
で
は
他
編
と
同
様
に
﹁
ま
う
す
﹂
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
。
注
9
で
あ
げ
た
三
原
︵
二
〇
一
九
︶
で
は
、
こ
の
三
編
自

序
の
記
述
を
取
り
あ
げ
、﹁
三
馬
は
﹁
申
︵
ま
を
す
︶
を
『
浮
世
風
呂
』

三
編
の
自
序
で
は
﹁
も
う
す
﹂
と
し
た
が
、
実
際
に
は
﹁
ま
う
す
﹂
と
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
三
馬
が
婦
女
子
の
﹁
読
み
易
さ
﹂
を
図
っ
て
、
歴

史
的
仮
名
遣
い
を
書
き
改
め
よ
う
と
し
た
が
、
い
ま
だ
従
来
の
仮
名
遣
い

に
捉
わ
れ
て
で
き
な
か
っ
た
︵
一
五
五
頁
︶﹂
と
し
、
三
馬
が
記
述
し
た
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﹁
も
ふ
す
﹂
の
仮
名
遣
い
が
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

︵
11
︶ ﹁
か
ま
ど
詞
﹂
は
そ
の
前
書
き
に
﹁
お
か
し
く
は
お
か
ま
の
ま
へ
の
八
介

ど
の
長
松
と
ひ
と
つ
に
な
つ
て
か
た
こ
と
だ
ら
け
の
高
ば
な
し
こ
れ
は
大

和
詞
の
こ
ぢ
つ
け
な
が
ら
﹂
と
あ
り
、﹁
大
和
詞
﹂
を
も
じ
っ
て
名
付
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

︵
12
︶ 『
仮
名
文
字
遣
』
で
も
﹁
え
ひ
す
﹂
と
﹁
え
﹂
の
表
記
で
あ
る
。

︵
13
︶ 

小
松
寿
雄
︵
一
九
九
九
︶
で
は
、
松
右
エ
門
と
八
兵
衛
共
に
階
層
不
明
と

し
て
い
る
。

︵
14
︶ ﹁
エ
﹂
の
音
に
関
し
て
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
や
中
世
末
期
の
中
国
語
資

料
、
近
世
前
期
の
朝
鮮
語
資
料
等
か
ら
研
究
さ
れ
、
変
化
の
時
期
に
関
し

て
は
異
論
も
あ
る
。

︵
15
︶ 

三
馬
は
通
常
と
は
異
な
る
濁
点
﹁
白
し
ろ
き
に
ご
り
圏
﹂
や
、
カ
行
、
サ
行
、
タ
行
に

半
濁
音
符
を
付
す
表
記
を
用
い
て
、
片
言
の
表
現
に
利
用
し
て
い
る
。
坂

梨
隆
三
︵
一
九
七
五
︶﹁
三
馬
の
白
圏
﹂『
岡
山
大
学
法
文
学
部
紀
要
』
第

三
十
六
号
︵『
近
世
の
語
彙
表
記
』
二
〇
〇
四　

武
蔵
野
書
院
所
収　

棚

橋
正
博
︵
一
九
九
四
︶﹁
式
亭
三
馬
︱
会
話
を
精
細
に
描
く
作
家
︱
﹂『
国

文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
59
︱
8
、
長
崎
靖
子
﹁
式
亭
三
馬
の
半
濁
音
符
に

関
す
る
一
考
察
﹂『
近
代
語
研
究
』
第
十
五
集
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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